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７月３日　長池オアシス
ハスまつりが開催
されました。
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注目議案案
令和４.６.16（木）
総務文教常任委員会

令和４.６.15（水）
事業厚生常任委員会

議案第38号

議案第34号

町境界付近における
土地利用形態の変更
に伴い、町の区域が
不明確になるので、
区域を変更する。
野田２丁目の一部区
域を紺屋１丁目に編
入する。

町道久保高田線歩道拡幅工事（R4―1）
　契約先：株式会社　阪南工務店
　契約金：7,764万5,700円
　工　期：令和５年３月24日まで

＜工事の概要＞
ひまわりドーム下交差点からつばさが丘下交差点まで
の294ｍ区間
自転車歩行者道（4.5ｍ）を設置する。
　自転車道（2ｍ）歩行者道（2ｍ）ガードパイプ（0.5ｍ）
　自転車道は青色、歩行者道は緑色にカラー化する。

町の区域の変更について

工事請負契約の締結について

(議案第39号・40号)令和4年度熊取町一般会計補正予算の内訳
追加額 総　額 主な内容

議案第39号 2億9,034万9千円 150億7,997万5千円

〇�新型コロナウイルスワクチン接種(4回目)体制整備7,041万9千円
　�個別接種委託料・コールセンター委託料など
〇公民館・町民会館整備事業　　1億9,503万円
〇AIオンデマンド交通実証実験の再実施671万５千円
〇�自宅療養者及び濃厚接触者への生活支援パックに係る経費108万
円

議案第40号 2億7,571万5千円 153億5,569万円

〇地域振興券事業　　　2億4,047万2千円
　町民1人につき5千円の地域振興券を交付
　�(7月1日時点で住民基本台帳に載っている方が対象、新生児は12
月31日生まれまで対象)
　�8月下旬から家族分を世帯主に郵送し、10月から来年1月まで
　町内で利用できる。
〇�低所得子育て世帯生活支援特別給付金事業　3,524万3千円
　�食費等の物価高騰等に直面する低所得の子育て世帯への支援
（児童１人あたり５万円）

凡　　例

町　　界

変更区域

国道170号国道170号
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熊取町議会から
各関係省庁に提出

された意見書

〇地方公共団体情報システムの標準化に向けての意見書

〇�環境教育の推進及びカーボンニュートラル達成に向けた学校施設の
ZEB（注）化のさらなる推進を求める意見書

6月定例会の

議案第36号

議案第35号 議案第37号

救助資機材搭載型消防ポンプ自動車２台
購入するため指名競争入札により契約を
締結
　契約先：日本機械工業（株）大阪営業所
　契約金：6,765万円
　納入期限：令和５年３月31日
　車両配備場所：�熊取町消防団
� 第１分団器具庫
� 第３分団器具庫

熊取町立東小学校大規模改造工事（２期）
について制限付一般競争入札により契約
を締結
　契約先：杉本建設（株）
　契約金：１億4,077万9,100円
　工　期：令和５年２月28日

熊取町立小学校大型提示装置を購入するため指名
競争入札により契約を締結
　契約先：日本電通（株）
　契約金：4,811万6,640円
　納入期限：令和４年10月31日

救助資機材搭載型消防ポンプ
自動車の購入について

工事請負契約の
締結について

熊取町立小学校大型提示
装置の購入について

（注）�ZEB（ゼブ）とは、Net�Zero�Energy�Building（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）の略称で、建物で消費する年間の１次エネルギー
（自然界から得られた変換加工しないエネルギー）の収支ゼロを目指した建物のことです。
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地域振興券1人あたり5,000円全町民に交付！
（10月1日使用開始）

　

6
月
8
日
か
ら
21
日
ま
で
の
日
程
で
6
月
定
例
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
提
案
の
9
件「
後
期
高
齢
者
医
療
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て（
熊
取
町
立
東
小
学
校
大
規
模
改
造
工
事
2

期
）」ほ
か
、議
員
提
出
議
案「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ

ス
テ
ム
の
標
準
化
に
向
け
て
の
意
見
書
」ほ
か
１
件

は
、全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、議
員
提
出
議
案「
夢
洲

Ｉ
Ｒ
区
域
整
備
計
画
の
賛
否
を
問
う
住
民
投
票
の
実

施
を
求
め
る
決
議
」は
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、補
正
予
算（
第
2
号
）に
は
、ス
マ
ー
ト
モ
ビ

リ
テ
ィ
促
進
委
託
料
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
事
業
委
託
料
等
、補
正
予
算（
第
３
号
）に

は
地
域
振
興
券
事
業
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

二見裕子議長

６
月
定
例
会

　

５
月
30
日（
月
）東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
全
国
の
議
長
・
副
議
長
が
１

２
０
０
名
参
加
し
て
の
研
修
会
が
3

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、出
席
し
ま
し

た
。

　

７
月
８
日
に
安
倍
晋
三
元
内
閣
総

理
大
臣
が
凶
弾
に
倒
れ
、生
涯
を
閉

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

全
国
町
村
議
会
議
長
会

も く じ
６月定例会 ２～４ページ
一般質問 ５～７ページ
決議 ８ページ
政策検討勉強会
議会報告会 

９ページ

特別委員会 10ページ
熊取町公共交通会議 11ページ
９月定例会の予定 12ページ

　

国
の
令
和
４
年
度
コ
ロ
ナ
対
策
予
備

費
等
か
ら
合
計
１
兆
円
を
活
用
す
る
こ

と
と
さ
れ
、熊
取
町
に
１
億
６
１
９
０
万

円
の
交
付
限
度
額
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
物
価
高
騰
等
に
よ

る
影
響
を
受
け
て
い
る
生
活
者
等
を
幅

広
く
支
援
し
、世
代
間
の
公
平
性
の
確

保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
観
点

か
ら
、「
地
域
振
興
券
事
業
」を
実
施
。
概

算
事
業
費
は
2
億
４
０
４
８
万
円（
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
と
く
ま
と
り
ふ
る

さ
と
応
援
基
金
を
繰
り
入
れ
活
用
）

地
方
創
生
臨
時
交
付
金（
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
原
油
価
格・
物
価
高
騰
対

応
分
）に
つ
い
て
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各議員が問う
!

　　これどう
する!

一般質問

　
　
地
区
別
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
状
況
は
。

　
　
年
度
内
に
、目
標
の
10
地
区
で
作
成
す

る
。

　
　
　
先
行
す
る
地
区
で
の
完
成
事
例
を
活

用
す
べ
き
。
３
者
協
議
が
無
け
れ
ば
実
態
に

即
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
で
き
な
い
。

　
　
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
総
合
防
災
訓

練
の
実
施
計
画
は
。

　
　
大
き
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
住
民
参
加

型
の
防
災
訓
練
を
10
月
23
日
に
予
定
。

問答要
望

問答
　
　
京
都
大
学
複
合
原
子
力
科
学
研
究
所
が

熊
取
町
の
発
展
に
果
た
し
て
き
た
功
績
は
大

き
い
と
思
う
が
、ど
の
様
な
認
識
か
？

　
　
昭
和
38
年
の
設
置
以
降
、昭
和
39
年
に

熊
取
駅
快
速
停
車
。
昭
和
45
年
の
都
市
計
画

法
の
施
行
以
来
、大
阪
市
内
ま
で
30
分
の
住

宅
都
市
と
し
て
発
展
、３
つ
の
大
学
を
抱
え

る
学
園
文
化
都
市
と
し
て
発
展
す
る
な
ど
、

熊
取
町
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。

　
　
京
大
研
究
用
原
子
炉
の
令
和
８
年
５
月

問答問 自
主
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル

３
者
協
議
早
急
に

京
大
研
究
用
原
子
炉
廃
炉

文ぶ
ん
の野　
慎し

ん
じ治

田た
な
か中　
豊と

よ
か
ず一

　
　
　
避
難
所
へ
の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
の
マ

ナ
ー
啓
発
教
育
を
、広
報
く
ま
と
り
を
活
用

し
て
今
か
ら
行
う
べ
き
。

要
望

運
転
終
了
は
大
き
な
転
換
点
だ
が
、今
後
の

連
携
は
？

　
　
今
後
も
共
存

共
栄
を
図
り
、熊

取
町
の
発
展
に
繋

が
る
協
議
を
行
う
。

　
　
　
京
大
の
新

た
な
計
画
、協
議

を
熊
取
町
の
発
展

に
繋
げ
る
。

答町
長

文野　慎治
1

高齢者福祉の現状と課題について（「いきい
きくまとり高齢者計画2021」の中間年とし
て現状の認識について）

2 防災対策について

田中　豊一
1 京都大学複合原子力研究所の今後と熊取町

の発展について
2 小中学校での不登校対策について
3 大阪・関西万博の熊取町の活かし方について

坂上　昌史
1 広報戦略課について
2 熊取町スマートシティ構想について

渡辺　豊子

1 コロナ禍での物価高騰から町民生活を守る
経済対策について

2 ミライロIDの導入について
3 医療用ウィッグ等購入費助成事業について
4 防災における女性活躍の推進について

坂上巳生男
1 コロナ禍と物価高騰の下での住民

生活を支える支援策について

2 社協による高齢者移送サービス（行こうCar）
の現状につて

矢野　正憲 1 中学部活の地域移行・地域委託について

河合　弘樹
1 防災に係る取り組みについて
2 熊取町のPRについて

浦川　佳浩
1 「ＥＳＤ教育の更なる推進」・「グローバル人

材の育成」について
2 教員の働き方改革の推進について

江川　慶子
1 住民にわかりやすい情報発信について
2 補聴器購入への補助について

田中　圭介

1 都市公園について

2 幼保・小中学校の幼児・児童生徒のマスクに
ついて

3 くまとりコロッケについて

町のさまざまな課題について議員が提案も含めて、町に考えを聞くのが「一般質問」。
ここでは、各議員の質問内容をダイジェスト版でお知らせします。



6くまとり議会だより　令和4年8月発行  No.58

一
般
質
問

　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢

の
影
響
な
ど
に
よ
る
物
価
高
騰
で
住
民
生
活

は
厳
し
い
。
熊
取
町
と
し
て
の
支
援
策
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、住

民
一
人
５
千
円
の
地
域
振
興
券
を
配
布
す
べ

く
、準
備
を
進
め
て
い
る
。
概
算
事
業
費
は

２
億
４
千
万
円
で
、ふ
る
さ
と
応
援
基
金
も

活
用
し
な
が
ら
実
施
し
た
い
。

　
　
　
住
民
を
支
え
る
事
業
と
し
て
評
価
す

問答意
見

　
　
「
熊
取
町
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
構
想
」に
つ

い
て
令
和
４・
５
年
度
は
何
に
取
り
組
ん
で

い
く
か
？

　
　
住
民
票
等
の
交
付
手
数
料
の
窓
口
支
払

い
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
。
子
育
て
介
護
関

連
の
26
手
続
き
に
つ
い
て
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
手
続
き
を
可
能
と
す
る
行

政
Ｄ
Ｘ
の
各
種
整
備
等
。
令
和
５
年
度
に
は

全
庁
的
に
申
請
手
続
き
を
洗
い
出
し
更
な
る

行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
取
り
組
む
。

問答

地
域
移
行
は
教
員
の
負
担
軽
減
に
な
る

　
　
ス
ポ
ー
ツ
庁
は
、教
員
の
働
き
方
改
革

の
一
環
と
し
て
、公
立
中
学
校
の
休
日
部
活

動
の
指
導
を
学
校
か
ら
切
り
離
し
、地
元
の

総
合
ス
ポ
ー
ツ
団
体
や
大
学
と
連
携
さ
せ
る
、

地
域
移
行
へ
委
ね
る
方
針
だ
。
本
町
の
対
応

考
え
は
？

　
　
部
活
動
は
教
師
の
献
身
的
な
勤
務
に
よ

っ
て
支
え
ら
れ
て
お
り
、長
時
間
勤
務
の
要

因
で
あ
る
こ
と
や
、指
導
経
験
の
な
い
教
師

問答

　
　
物
価
高
騰
か
ら
町
民
生
活
を
守
る
た
め

に
、地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
で
き
る
。

町
と
し
て
ど
の
様
な
経
済
対
策
を
検
討
し
て

い
る
の
か
？

　
　
交
付
金
を
活
用
し
、地
域
振
興
券
配
付

事
業
を
検
討
し
て
い
る
。
住
民
一
人
当
た
り

５
０
０
０
円
。

　
　
公
明
党
は
５
月
６
日
に
緊
急
要
望
書
を

提
出
。
地
域
振
興
券
配
付
、水
道
基
本
料
金

減
額
や
給
食
費
の
負
担
増
の
抑
止
を
要
望
し

問答問

物
価
高
騰
下
で
の
住
民

生
活
を
支
え
る
支
援
を
！

様
々
な
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
！

休
日
の
部
活
地
域
移
行
へ

一
人
５
０
０
０
円
の
地
域
振
興
券

を
配
付
す
る
！

坂さ
か
う
え上　

巳み

き

お
生
男

坂さ
か
う
え上　

昌ま
さ
ふ
み史

矢や

の野　
正ま

さ
の
り憲

渡わ
た
な
べ辺　
豊と

よ
こ子

る
。

　
　
生
活
保
護
の
相
談
数
が
２
倍
に
増
加
し

た
が
受
給
者
は
増
え
て
な
い
。
き
め
細
か
な

支
援
が
必
要
で
は
。

　
　

社
協
、Ｃ
Ｓ

Ｗ
な
ど
が
支
援
を

行
う
。
相
談
し
や

す
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
る
。

問答

　
　
　
申
請
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
窓

口
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な
ど
早
く
実
現
し

て
頂
き
た
い
。

要
望

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
本

町
に
し
て
も
、部
活
動
の
地
域
移
行
は
教
員

の
負
担
軽
減
に
資
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
地
域
移
行
に

際
し
て
は
、
保

護
者
に
対
し
て
、

説
明
会
を
行
う

な
ど
、
丁
寧
な

説
明
を
心
が
け

て
い
き
た
い
。

た
が
？

　
　
給
食
費
負
担
増
抑
止
は
、町
財
源
で
対

応
す
る
。

　
　
医
療
用
ウ
ィ

ッ
グ
等
購
入
費
助

成
事
業
に
つ
い
て

は
？

　
　
具
体
的
に
前

向
き
に
検
討
す
る
。

答問答

 
給食費負担増抑止を！ 
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一
般
質
問

　
　
町
内
に
都
市
公
園
は
何
カ
所
あ
る
か
？

　
　
公
園
１
１
５
か
所・遊
具
４
１
７
基
。

　
　
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設
置
は
し
て

い
る
か
？

　
　
無
い
。

　
　
今
後
、イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具・公
園
を

造
る
計
画・予
定
は
あ
る
か
？

　
　
遊
具
更
新
に
係
る
選
定
の
際
に
は
、今

後
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
視
点
も
加
え
、

遊
具
更
新
を
進
め
る
。

問答問答問答

　
　
非
常
食・
備
蓄
食
と
い
え
ば
保
存
期
間

が
大
体
3
～
5
年
程
度
の
も
の
が
多
い
が
、

世
界
的
な
食
糧
危
機
に
備
え
て
長
期
保
存
で

き
る
、食
品
な
ど
の
購
入
等
の
検
討
は
し
て

い
る
の
か
？

　
　
食
糧
難
を
見
越
し
て
、長
期
保
存
の
食

料
を
備
蓄
す
る
こ
と
は
、災
害
用
の
食
糧
備

蓄
と
は
違
う
観
点
で
と
ら
え
て
お
り
、今
後

の
国・府
に
お
け
る
議
論
を
注
視
し
て
い
く
。

加
え
て
、更
新
の
機
会
に
あ
わ
せ
て
、改
善
を

問答

日
常
生
活
に
補
聴
器
は
必
需
品
だ

　
　
難
聴
に
な
れ
ば
生
活
に
様
々
な
支
障
が

出
て
く
る
。
高
齢
者
の
社
会
参
加
や
認
知
症

予
防
で
必
要
で
あ
る
が
高
額
で
あ
る
。
補
助

制
度
を
求
め
る
が
い
か
が
か
？

加
齢
に
よ
る
も
の
は
慎
重
に
し
た
い

　
　
近
隣
で
は
補
助
制
度
が
広
が
っ
て
い
な

い
。
心
情
的
に
は
理
解
す
る
が
他
の
制
度
と

の
バ
ラ
ン
ス
で
考
え
た
い
。

問答

　
　
子
ど
も
達
が
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
活
躍

で
き
る
様
、世
界
１
１
０
０
０
校
が
加
盟
す

る
ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
に
本
町
の
学
校
も
加

盟
し
、国
際
交
流
を
実
体
験
で
き
る
環
境
構

築
に
尽
力
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　
ま
ず
は
中
学
校
１
校
で
加
盟
に
向
け
て

進
め
て
い
く
。

　
　
教
員
の
時
間
外
勤
務
時
間
の
状
況
が
、

全
国
平
均
と
比
べ
本
町
の
小・
中
学
校
の
教

員
の
方
が
異
常
に
高
い
状
況
だ
が
、改
善
に

問答問

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
公
園
を
熊
取
に

造
ろ
う
！

食
糧
危
機
に
備
え
て
長
期
保
存

で
き
る
非
常
食
の
購
入
を

聞
こ
え
に
く
い
方
へ

補
聴
器
購
入
の
補
助
を

ユ
ネ
ス
コ
ス
ク
ー
ル
加
盟
に

向
け
て
尽
力
せ
よ

田た
な
か中　
圭け

い
す
け介

河か
わ
い合　
弘ひ

ろ
き樹

江え
が
わ川　
慶け

い
こ子

浦う
ら
か
わ川　
佳よ

し
ひ
ろ浩

　
　
　
現
在
、南
大
阪
で
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

公
園
は
一
カ
所
も
な
い
。
是
非
、障
が
い
の

有
無
に
関
係
な
い

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

公
園
を
造
り
、誰

で
も
遊
べ
る
公
園

を
熊
取
に
設
置
し

て
い
た
だ
き
た

い
！ 要

望

図
っ
て
い
く
。

　
　
　
全
国
１
０
０
０
以
上
の
企
業・
団
体

が
備
蓄
食
と
し
て
導
入

し
て
い
る
。
常
温
で
25

年
も
長
期
保
存
で
き
、

コ
ス
ト
面
も
割
安
の
も

の
が
あ
る
。

　
本
町
で
も
是
非
導
入

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

要
望

　
　
　
全
国
で
補
聴
器
購
入
補
助
制
度
が
広

が
っ
て
い
る
。
近
隣
で
は
貝
塚
市
が
取
り
入

れ
た
。
ま
ず
は
口
腔
の
状
態
な
ど
と
同
じ
よ

う
に
住
民
の
実
態
把
握
に
努
め
ら
れ
、補
助

の
導
入
を

検
討
さ
れ

た
い
。

要
望

向
け
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

　
　
教
員
の
意
識
改
革
を
徹
底
し
、時
間
外

勤
務
時
間
の
公
表

や
外
部
人
材
の
活

用
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
デ
ジ
タ
ル

化
を
更
に
進
め
て

い
く
。

答
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<決議要旨>
　大阪府議会、大阪市議会においてIR整備計画が既に可決されているが、6月6日に整備計画の賛否を問う住民投
票を求める直接請求署名が大阪府内72市区町村に提出された。大阪府はこれを重く受け止めるべきである。
　大阪IR株式会社との協定書により、当初のIR基本構想は大きく中身が変更されている。
　IR整備法は自治体に対し、整備計画を作る上で「住民の意見を反映させるために必要な措置」として、地元議会
の承認とは別に公聴会などの実施を義務づけ、審査においても「地域における十分な合意形成」を評価基準の一つ
としている。
　よって熊取町議会は、IR区域整備計画について大阪府民の賛否を問う住民投票の実施を強く求めるものである。

<提案理由>
　6月6日に整備計画の賛否を問う住民投票を求める直接請
求署名が大阪府内72市区町村選挙管理委員会に提出された。
総署名概数は208,947筆に達した。（法定数146,472人）
　法定数を超えた市区町村は54で、75％を超えた。
　よって熊取町議会は、IR区域整備計画について大阪府民
の賛否を問う住民投票の実施を強く求めるため、本決議案
を提出する。

「夢洲IR区域整備計画の賛否を問う
　　　　　　　住民投票の実施を求める決議」
提出者：文野慎治　　賛成者：矢野正憲、浦川佳浩、坂上巳生男 (採択：賛成多数)

（※写真はイメージです）

【会派名】　創生：創生くまとり　共産：日本共産党熊取町会議員団　公明：熊取公明党　新政：新政クラブ

議員の態度表明（○賛成 ×反対 △退場）態度が分かれたもののみ表示
（議長は、賛否同数の時のみ表明し、議案の成否を決定します。）

６月定例会審議案件
議員名 田中

豊一 大林 浦川 坂上
昌史 文野 鱧谷 田中

圭介 河合 矢野 渡辺 江川 坂上
巳生男

二見
議長

会派名 創生 創生 未来 未来 熊愛 共産 新政 新政 新政 公明 共産 共産 公明

議員提出議案第６号
夢洲IR区域整備計画の賛否を問う
住民投票の実施を求める決議

× ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ―

住民投票に反対するものでは
ないが、正式に手続きがなさ
れている中で、熊取町議会だ
けが決議をしなければならな
い意義について理解できない
ため、賛成も反対もできない。

その他討論その他討論
熊取公明党

　ＩＲ整備計画では、開業以降に年１兆1,400億円の経済波及効果が謳われている
一方、ギャンブル依存症の増加、犯罪増加などによるマイナスの影響額については不
明だ。カジノ施設への日本人などの入場者数を約1,070万人と見込み、基本構想で
の約430万人の2.5倍に。大阪市長が予定地の液状化対策などに790億円の公費負
担を約束したことも大きな問題だ。法定数を大きく超える署名が大阪府下72市区
町村の選挙管理委員会に提出された。　住民の願いを重く受け止め賛成する。

賛成討論賛成討論
共産党議員団

法律の規定による直接請求である20万筆を超える署名を否定するものではない。
　吉村大阪府知事は要件が整えば住民投票条例は提出すると表明しているが、そもそもIR整備には
住民投票の規定は無く必要条件ではない。
　大阪府議会、大阪市議会でIR整備計画は既に可決され国に審査を提出している。言うならば大阪
府としての結論は出ている。
　大阪府議会が行う採決に熊取町議会が決議という形でプレッシャーを与えるのは反対である。

反対討論反対討論
田中 豊一

審議の動画はこちら
（本会議最終日）
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　５月18日に京都大学複合原子力科学
研究所から中島 健所長、田中浩基教授に
お越しいただき、「BNCTの現状と今後
の展開について」の勉強会を開催しまし
た。
　BNCTの現状については、がん治療、
原子炉 BNCTの歴史、世界のBNCT施
設、京大炉における臨床研究等、説明があ
りました。
　今後の展開として、KUR（5,000kw）の
運転が令和８年５月に終了後は、加速器
による新規薬剤開発、獣医学BNCTへの
適応等に取り組む。
　BNCTのニーズは高まっているとの
話がありました。

政策検討
勉 強 会

　令和４年５月22日（日）午前10時から煉瓦館（コットンホール）にて「議会報告会～議会とミーテ
ィング」を開催しました。
　コロナ禍のため２年余り中止していましたが、当日は感染予防対策を徹底し、住民の方々との意
見交換や要望をお聞かせいただきました。今後の施策に反映できるよう、努めてまいります。

担当議員： 予算審査特別委員会委員
　　　　　 二見裕子、田中圭介、矢野正憲、

江川慶子、浦川佳浩、田中豊一、
大林隆昭

手話通訳：シュワ‘Kさん

議 会 報 会告
～議会とミーティング～

内容はこちら
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都市計画道路建設促進特別委員会　　　都市計画道路建設促進特別委員会　　　

原子力問題調査特別委員会  　　原子力問題調査特別委員会  　　

令和４年６月16日に都市計画道路建設促進特別委員会を開催しました。
案件は都市計画道路「大阪岸和田南海線」「泉州山手線」の状況についての１件です。

「大阪岸和田南海線」
・ 第1期区間（泉佐野市界～泉佐野打田線）の令和４年度の予定は未買収地16者の物件調査、電線

共同溝工事
・�第2期区間は橋梁下部工事（住吉川）、電線共同溝詳細設計、物件調査、用地買収。事業用地につ

いては47者中12者から取得済み。

「泉州山手線」
令和４年度は名越工区の用地買収を実施予定。
本町の整備促進支援は七山北地区の地籍図、地籍簿の作成。
地権者に閲覧いただき業務が完了予定。

　令和４年６月21日に原子力問題調査特別委員会を開催しました。
　京都大学複合原子力科学研究所が本年４月１日に京都大学研究用原子炉（KUR）を、令和８年５
月をもって運転を終了するとの公式発表を受けて、熊取町原子力問題調査特別委員会を令和４年
６月21日に開催しました。議題は、京都大学研究用原子炉（KUR）等の今後の在り方についての１
件でした。
　京都大学からは、令和８年５月にKUR（5,000kw）の運転を終了すること、研究所の今後につい
ての説明がありました。
　報告として、ポニー工業株式会社から熊取町とポニー工業とが交わしている「放射線同位元素等
の安全管理と周辺住民の安全確保並びに公害防止に関する協定書」及び「覚書」の変更についての
説明がありました。

特　別
委員会 開開 報報催催 告告
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　令和４年5月19日（木）に、第5回熊取町公共交通会議が開催され、町議会からは河合弘樹副議長

と渡辺豊子事業厚生常任委員会委員長が委員として出席しました。

令和３年度　議会政務活動費収支報告の訂正について
前号の議会だよりで報告しました「令和３年度議会政務活動費収支報告」に誤りがありました。
お詫びして訂正します。
<訂正内容>
日本共産党熊取町会議員団
・支出合計金額の訂正　（誤）456，679円⇒（正）457，067円
・支出金額の誤りによる訂正
　　事務費　（誤）307，513円⇒（正）307，901円

第 5回

熊取町公共交通会議

＜会議の内容＞

●AIオンデマンド交通実証実験の再実施について

　オンデマンド交通（タクシー）とは、事前に予約することで、各地域から目的地に行き来できる乗

り合い型タクシーです。

　令和４年１月に実証実験を開始しましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のためまん延

防止等重点措置の適用がなされたので、一旦中止となりました。

　今回、実施地区や目的地を追加し、再度実証実験を行うことになりました。

（下線を引いた箇所は追加したところです）

　・実施期間：令和４年９月から２カ月程度

　・実施地区：自由が丘、五月ケ丘、小谷、若葉、緑ヶ丘、高田

　・乗降場所：【地域内】各地区内３か所程度

　　　　　　　【目的地】JR熊取駅、永山病院、万代、熊取町役場、

　　　　　　　　　　　松源、煉瓦館、ひまわりドーム、バス方転地2か所

　・１乗車：　大　人200円

　　　　　　　子ども100円

　　　　　　　（小学生以下）

　※広報9月号にて記事掲載予定
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9月定例会予定 議事の進み具合により、会議が終了している場合があります。
日程は変更する場合があります。事前にお問い合わせください。（議会事務局　072-452-9023）

小 学 校 運 動 会

西小南小

北小
中央小

東小

本会議の日程みんなの議会、
傍聴しませんか？

委員会の日程会議はいずれも
午前10時からです。

議会運営委員会

事業厚生常任委員会

総務文教常任委員会

決算審査特別委員会

9月7日（水）・8日（木）・9日（金）・29日（木）
［予備日］9月12日（月）

9月1日（木）・14日（水）
9月14日（水）
9月16日（金）
9月20日（火）・22日（木）・26日（月）

［予備日］9月27日（火）

９月14日（水）の
議会運営委員会のみ
午後１時30分から（ ）

熊取町議会Youtubeチャンネルでライブ中継、
録画配信を行っています。

編 

集 

後 

記

　

コ
ロ
ナ
の
感
染
は
第
7
波

に
入
り
ま
し
た
。

　

し
っ
か
り
予
防
し
、
一
日

も
早
い
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
願

い
ま
す
。

　

議
会
だ
よ
り
は
、
先
月
号

よ
り
写
真
を
多
く
取
り
入
れ

読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す

い
紙
面
を
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

　

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て

議
会
だ
よ
り
の
改
善
、
議
会

改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。
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文
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慎
治
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員　

大
林　

隆
昭

　

委　
　

員　

坂
上　

昌
史

　

委　
　

員　

鱧
谷　

陽
子

　

委　
　

員　

渡
辺　

豊
子

　

委　
　

員　

田
中　

圭
介

く
ま
と
り
議
会
だ
よ
り

発
行
／
熊
取
町
議
会
　
編
集
／
広
報
委
員
会

熊
取
町
野
田
一
丁
目
１
番
１
号

令
和
４
年
８
月
発
行

NO.58

熊
取
町
Facebook

熊
取
町
LINE

熊
取
町
マ
チ
イ
ロ

発
行
部
数
17,000部

１
部
当
た
り
14円

で
作
成
し
て
い
ま
す


